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入
社
か
ら

年
ほ
ど
神
奈
川
県

内
の
現
場
を
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当
し

そ
の
後
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地
元
の
中
部
圏
に
移

て
工
事
畑

を
歩
い
た

３
年
前
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北
信
越
支

社
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任
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こ
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春
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巣
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中
部
支
社
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ラ
リ
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マ
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人
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半
分
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中
部
圏
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過
ご
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地
の
利

を
生
か
し
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存
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意
義
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企

業
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て
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万
事
本
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を
モ

ト
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頑
張
る
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と
意
気

込
む
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全
て
の
社
員
が
大
成
ス
ピ
リ


ト
︵
自
由
闊
達

か

た
つ

・

価
値
創
造
・
伝
統
進
化
︶
を
ベ


ス
に

経
営
目
標
に
挑
戦
で
き
る

環
境
整
備
に
力
を
注
ぐ

支
社
管

内
の
各
部
署
を
回
り
な
が
ら
ト
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プ
の
思
い
を
直
接
伝
え
る

﹁
承

認
・
称
賛
の
企
業
文
化
を
築
き
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特
に
営
業
所
や
工
場
な
ど
現
場
の

エ
ン
ゲ

ジ
メ
ン
ト
を
高
め
た

い
﹂
と
話
し
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誰
も
が
働
き
や
す

い
職
場
づ
く
り
に
奔
走
す
る
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横
の
つ
な
が
り
を
意
識
し

風

通
し
の
良
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組
織
運
営
を
心
掛
け

る
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競
争
環
境
が
厳
し
く
な
る
中

で
﹁
部
署
間
の
コ
ミ
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ニ
ケ

シ


ン
を
活
性
化
し

情
報
共
有
す

る
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こ
と
で
商
機
が
広
が
る
と
み

る

進
む
べ
き
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ

せ

﹁
支
社
一
丸
で
競
争
を
勝
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抜
く
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と
気
を
吐
く
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相
手
の
立
場
を
考
え
な
が
ら

﹁
信
用
・
信
頼
﹂を
第
一
に
目
の

前
の
仕
事
に
取
り
組
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で
き
た
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自
身
の
行
動
や
選
択
で
悩
ん
だ
時

の
よ
り
ど
こ
ろ
は
﹁
誠
﹂
の
一
文

字

﹁
会
社
の
財
産
で
あ
る
人
財

の
育
成
で
は
厳
し
さ
を
持
ち
つ
つ

も

誠
の
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で
接
し
た
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﹂
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趣
味
の
食
べ
歩
き
は
入
念
に
下

調
べ
し

目
当
て
の
お
店
や
周
辺

の
観
光
地
を
夫
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で
巡
る
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歳
︶
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